
（別紙） 

「とうきょう認知症希望大使」任命候補者 

 
飯塚 正義（いいづか まさよし） 

江東区在住、65 歳 
建築会社や業界団体に勤務し、日本建築学会委員としても活躍。61 歳の時に若年性アルツ
ハイマー型認知症と診断される。写真撮影が趣味。経済産業省主催のイベントなどで作品
を展示。江東区の認知症講演会などで当事者としての思いを伝える。 
 
岩田 裕之（いわた ひろゆき） 

板橋区在住、59 歳 
印刷会社の制作部でデザインの制作や取材に携わってきた。現在は、板橋区及び千代田区
の認知症本人ミーティング（※１）にファシリテーターとして参加し、チラシ作成も担当
するほか、様々な講演や取材、インタビュー等を行っている。 
 
遠藤 浩市（えんどう こういち） 

清瀬市在住、72 歳 
映像機器の設計施工をした後、電気主任技術者として設備管理を担ってきた。68 歳の時に
アルツハイマー型認知症と診断された後、現在は地域密着型デイサービスにボランティア
兼利用者として通い、また、清瀬市のチームオレンジ（※２）等で活動している。 
 

長田 米作（おさだ よねさく） 

練馬区在住、92 歳 
紳士服を縫製する職人として、個人商店を営んできた。現在は、体操教室に通ったり、練
馬区の田柄地域包括支援センターの認知症本人ミーティング（※１）に参加し、参加者か
らの相談に乗るなど、交流を楽しんでいる。 
 
さとう みき 

武蔵野市在住、49 歳 
大学病院等で秘書として勤務してきた。43 歳の時にアルツハイマー型認知症の診断を受け
た後、デイサービスの当事者スタッフとして勤務し、執筆、講演、ピアサポート活動を行
う。また、子どもたちとの語り、学生への講義にも力を入れている。 
 
能任 智子（のと ともこ） 

昭島市在住、72 歳 
自治体職員として、約 30 年間保育園の給食調理業務に関わってきた。66 歳で認知症を発
症し、症状は緩やかに進行している。68 歳の時、夫が倒れたが、迅速に救急車を呼び命を
救った。今は夫と施設に入所し、互いに支え合い「私は私」と自分らしく生活している。 
 

（敬称略、五十音順、年齢は令和７年９月１日時点） 



 
 
※ １ 認知症本人ミーティング 

認知症の本人が集い、本人同士が主になって、自らの体験や希望、必要としていること
を語り合い、自分たちのこれからのよりよい暮らし、暮らしやすい地域のあり方を一緒
に話し合う場のこと。 

 
※ ２ チームオレンジ 

認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活面の支援として、市町村がコーディネ
ーターを配置し、地域において把握した認知症の方の悩みや家族の身近な生活支援ニー
ズ等と認知症サポーター（基本となる認知症サポーター養成講座に加え、ステップアッ
プ講座を受講した方）を中心とした支援者をつなぐ仕組みのこと。 

 


